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 1． AICとABIC
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 ここで，ノ＝｛ノ1，．．．，ノ。｝は｛1，．．．，K｝の部分集合である．
 b）  θ＝∪θ（ξ），θ（ξ）＝｛θ；θチ≦ξ土，Z＝1，．．．，K｝
     ξ
 ここで，ξ＝（ξ1，．．．，ξK）は非負実数ベクトルである．
 最初のa）の場合のノは，ちょうどAICでの選択の対象となるモデル





                    ！ κ          工1（θ）＝ユ・・ルθ）τ君んθい＝（λ・・…・λ・）
としたとき，
          ∂L（θ）             ＝0，λ上≧0，：…］λ｛（θデーξ王）＝0   Z＝1，．．．，K           ∂θ～      1
の解として与えられる．上の式を，θを媒介にしたξとλの対応ξ＝ξ（λ）を与えているとみた
すと，b）でθ（ξ）の代わりに
              θ（λ）＝／θ1≦ξ上（λ），Z：1，．．．，K／
を考えても同等である．その時，




























              一21og（marginaI1ikelihood ofλ）
と解釈できる．
 さて，ABIC。からABICを導くのに，AIC。からAIC、を導いた時とのアナロジーでいえば，
              一2109［max｛！（ツ，θ）∬λ（θ）｝9（λ）］
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となることは，すぐわかる．
 さて，AICαは
    ！     一 ．   ．   ．        1AIC、＝フΣ（ツrθ’（ノ））2＋αd1m（θ（ノ））十K1og2πσ2＝。Σツゲ十αd1m（θ（ノ））十K1og2πσ2
   σ 1                         σ ！∈Eノ
とたるので，ノの選択は




        σ2                一 一  一のときん＝λア＝ リ ワで最小にたる．従って，λの選択λ：（λ1，1．λK）は
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              E（一21og∫（ハ，θ’））＝1＋1og2πσ2
でおきかえてみよう．ここで∫（ハ，θ｛）は平均θ三，分散σ2の正規密度である．するとL二｛∠；ん
＞O｝として（3．1）は
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                      ノ．（ツ，θ）∬λ（θ）               力（θly）＝                    ∫∫（・，θ）∬1（θ）・θ
に注意すれば，結局“pOsteriOrの推定”は“λの推定’’である．
 従って・AIC∵；→山inに対応するのは，ABIC1ブminであり・AIC1→minに対応するのは




AIσ一→min  ABICL－lmin   θ                   θ

































 （ユ）                ルゴ≡g（篶5）≧μ十μチ十μ夕十μ，，




 （3）            ツ＝Dμ、
